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「楽しかったJ Iまたお出掛けしだし¥Jなど

の声がたくさん。良い気分転換の揚になりま

「たまには外に行かなくちゃ季節も分からなくなるわねJ i家族と一緒に行くのとはまた

遣う感じでゆっくりできたから楽しかったJ i次はお考司もいいね」との感想がありまし

た。外出行事は利用者様ち楽しみにしています。ラーメンやお零司を貴べに行く企画ちた

てていきたいと思います。 2階療養棟

踊りも衣装も本格的。衣装が華

やかで、激しい踊りに、驚いた

り、情熱を感じたり、利用者さ

ん真剣に鑑賞されました。お子

さんのフラメンコち司愛らし

かったです。

'七夕の行事で、三食アイスガ

ら選んで召し上がってもらい

ましだ。 i最高だ!J 

「こんなにしてもらって

うれしいJ iこんな目ち

あるんだね」など大変好評!

して遣うトッピングち楽しみ

ましだ。ボランティアさんか

らj奄れ疋てコーヒーを頂き大
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ここが爆 I~\ 地、

私はこの揚所に

お友達といた時

に、爆弾力t落と

されましだ。

7月21日(日)みぬまとsw部会の共催で、親子で参加できる平和企画として被爆体験を聴

く会を行いまレた。埼玉県原爆被害者協議会 (しらさぎ会)の副会長の木内恭子さんに語

り部として、当時のリアルで悲惨で壮絶な体験を語って頂きました。一緒にいたお友達が

みんななくなってしまったこと、帰路の途中の悲惨な光景など・・・ 。子供たちも真剣な

まなざしで食い入って聞いていまし疋。みぬまでも戦争体験を聴く会を折に触れ行ってい

きたいと思います。いのちゃ暮らしを支える施設で働く職員が、何よりも平和が大切で、

そのために行動できるよう、学んだり考え疋りできる揚を増やし疋いと思います。
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